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学学童童保保育育のの待待機機児児童童解解消消とと施施設設拡拡充充をを求求めめるる請請願願
（（要要旨旨））

今今年年４４月月かからら 留留守守家家庭庭児児童童会会 （（学学童童保保育育））にに入入会会をを希希望望ししてていい
るる児児童童ににたたいいししてて、、定定員員をを上上ままわわっったたとといいううここととでで、、 待待機機 がが通通
知知さされれままししたた。。
そそのの人人数数はは、、田田辺辺小小学学校校、、桃桃園園小小学学校校、、松松井井ケケ丘丘小小学学校校のの３３小小学学

校校合合わわせせてて 人人ににおおよよんんででいいまますす。。そそのの結結果果、、 時時間間休休みみををととっってて
ととななりりのの小小学学校校にに預預けけににいいっってていいるる。。学学校校がが違違ううののでで友友だだちちももいいなな
くくてて子子どどももはは嫌嫌ががっってていいるるががどどううししよよううももなないい ３３時時過過ぎぎかからら６６
時時ままでで家家ででひひととりり。。不不審審なな電電話話ももよよくくかかかかっっててくくるるしし、、ここわわいい 待待
機機 のの子子どどももたたちちだだけけでで遊遊びび歩歩いいてていいるるがが、、友友だだちち同同士士のの家家もも離離れれ
てていいててああぶぶなないい 仕仕事事ををややめめざざるるををええなないい ななどど、、親親のの不不安安はは増増
大大ししててききてていいまますす。。 待待機機児児童童 のの事事故故やや事事件件がが起起ききててかかららでではは取取
りり返返ししががつつききまませせんん。。長長期期休休暇暇ににななれればばななおおささららでですす。。
ままたた、、今今年年発発生生ししたた 待待機機児児童童 のの問問題題はは、、今今年年度度だだけけににととどどまま

りりまませせんん。。今今年年のの申申しし込込みみ状状況況かからら、、 来来年年はは２２年年生生ででもも待待機機にになな
るるののでではは とと、、不不安安ににななっってていいるる親親ももいいまますす。。ささららにに、、定定員員内内でで入入
会会ででききたた場場合合ででもも、、保保護護者者かかららはは、、施施設設がが狭狭くく、、職職員員のの補補充充ががなないい
ままままでではは充充分分なな保保育育ががででききるるののかか、、とといいうう不不安安もも出出さされれてていいまますす
そそここでで、、以以下下のの３３点点をを請請願願ししまますす。。

請請願願項項目目
学学童童保保育育のの 待待機機 状状態態はは、、ででききるるだだけけ早早くく解解消消ししててくくだだささいい。。
ここれれままででどどおおりり、、長長期期休休暇暇中中はは４４年年生生ままでで入入会会ででききるるよよううににししてて
くくだだささいい。。
今今後後もも希希望望者者がが入入会会ででききるるよよううにに、、学学童童保保育育のの施施設設のの拡拡充充にに早早期期
ににととりりくくんんででくくだだささいい。。

趣趣旨旨採採択択 ととししままししたた。。

小
泉
内
閣
は
今
年

三

位
一
体
改
革
の
名
の
下
に
、

年

金

課

税

地
方
交
付
税
の
大
幅
削
減
な

ど
地
方
切
り
捨
て
と
住
民
へ

の
新
た
な
負
担
増
を
強
行
し

た
。
本
市
に
お
け
る
そ
の
影

響
は
。
ま
た
、
市
長
は
こ
の

よ
う
な
改
悪
に
反
対
す
べ

き
。
市
長
の
言
う

改
革

と
は
、
住
民
へ
の
負
担
増
を

是
と
す
る
も
の
な
の
か
。

市
長

趣
旨
に
反
対
し
な

い
が
、
い
ま
だ
本
来
の
趣
旨

に
沿
っ
た
も
の
で
な
い
。
負

担
増
は
是
と
し
な
い
が
、
ル

ー
ル
で
あ
る
以
上
、
応
分
の

負
担
は
や
む
を
得
な
い
。

総
務
部
長

地
方
交
付
税

・
国
庫
補
助
金
等
は
、
昨
年

度
比
で
六
億
六
千
万
円
の

減
。
ま
た
当
初
予
定
よ
り
補

助
金
減
も
予
想
さ
れ
る
。

年
金
課
税
強
化
で

年

度
よ
り
、
高
齢
者
の
方
の
所

得
・
住
民
税
の
増
税
だ
け
で

な
く
、
連
動
し
て
国
保
税
と

介
護
保
険
料
な
ど
も
引
き
上

げ
ら
れ
る
。
そ
の
負
担
増
の

額
や
影
響
は
。
急
激
な
負
担

増
を
緩
和
、
減
免
す
る
措
置

を
と
れ
。
特
に
国
保
税
を

年
度
か
ら
引
上
げ
れ
ば
二
重

の
負
担
増
と
な
る
。
中
止
せ

よ
。助

役

国
保
税
引
上
げ
を

断
言
し
た
わ
け
で
は
な
い
。

検
討
が
必
要
と
い
う
こ
と
。

総
務
部
長

課
税
の
基
礎

で
あ
る
所
得
が
多
様
で
あ
り

負
担
増
の
試
算
は
意
義
と
必

要
性
が
な
い
。
軽
減
措
置
な

ど
は
考
え
て
い
な
い
。

福
祉
部
長

国
保
税
、
介

護
保
険
料
の
負
担
増
は
予
測

さ
れ
る
が
推
定
は
困
難
。
介

護
保
険
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
な

ど
に
影
響
が
出
る
。

本
市
の
一
世
帯
当
た
り

の
年
間
平
均
所
得
は
こ
の
五

年
間
で

万
円
以
上
減
少
し

た
。
し
か
し
固
定
資
産
税
と

都
市
計
画
税
は
上
が
り
続
け

て
い
る
。
２
５
０
０
万
円
の

予
算
で
都
市
計
画
税
率
を
１

ポ
イ
ン
ト
下
げ
る
こ
と
は
で

き
る
。
引
き
下
げ
を
。

総
務
部
長

都
市
計
画
税

は
都
市
基
盤
整
備
の
重
要
な

財
源
。
引
き
下
げ
る
考
え
は

な
い
。

三
山
木
駅
の
電
車
増

便
を

に
要
望
せ
よ
。

市
長
公
室
長

同
駅
は
市

南
部
の
中
核
で
あ
り
、
関
係

機
関
に
要
望
を
続
け
る
。

市
は
事
務
の
効
率
化
、

医
療
費
の
健
全
化
に
取
り
組

ま
れ
て
い
る
が
、

歳
以
上

の
高
齢
者
要
介
護
者
で
施
設

多くの市民が訪れる市国保年金課

老人保健施設での機能回復訓練
（老健ふじさか）

入
所
者
１
３
０
０
名
中
１
９

２
名
（

・
８
％
）
は
良
く

な
ら
れ
、
逆
に
３
０
７
名

（

・
６
％
）
が
悪
く
な
ら

れ
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
不

明
と
の
こ
と
で
あ
る
。
市
と

し
て
は
リ
ハ
ビ
リ
等
の
促

進
、
充
実
、
作
業
療
法
の
施

設
を
設
置
す
る
事
に
よ
り
、

医
療
費
の
健
全
化
等
の
目
的

が
達
せ
ら
れ
、
こ
の
事
が
要

介
護
者
の
減
少
、
等
級
の
低

下
を
来
た
し
、
結
果
と
し
て

医
療
費
の
低
下
に
繋
が
る
。

要
介
護
者
が
回
復
さ
れ
る

事
は
、
本
人
は
も
ち
ろ
ん
、

ご
家
族
に
と
っ
て
も
大
き
な

喜
び
で
あ
る
。
こ
の
度
、
大

住
地
域
に
（
仮
称
）
北
部
老

人
福
祉
セ
ン
タ
ー
・
児
童
館

が
完
成
す
る
の
で
、
こ
の
施

設
内
に
、
機
能
回
復
訓
練
施

設
と
訓
練
士
の
配
置
を
強
く

要
望
す
る
。

福
祉
部
長

事
務
の
効
率

化
に
つ
い
て
は
、
電
算
処
理

に
よ
り
、
介
護
保
険
、
市
税

等
の
収
納
支
援
シ
ス
テ
ム
に

よ
り
事
務
処
理
の
効
率
化
を

図
っ
て
い
る
。
機
能
回
復
の

た
め
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
い

う
形
で
の
ケ
ア
に
つ
い
て

は
、
事
業
が
展
開
出
来
る
の

か
検
討
し
た
い
。

都
市
化
の
傾
向
に
あ
る

京
田
辺
市
に
も
犯
罪
は
増
加

の
傾
向
に
あ
り
、
夜
間
の
比

較
的
暗
い
路
上
で
発
生
し
て

い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
平

成

年
８
月
、
セ
ン
サ
ー
ラ

イ
ト
等
の
防
犯
グ
ッ
ズ
を
活

用
し
て
は
、
と
の
回
覧
が
市

民
に
さ
れ
て
い
る
。

年

月
大
阪
府
堺
市
で
は
、
ひ
っ

た
く
り
防
止
策
と
し
て
、
全

国
初
の
道
路
セ
ン
サ
ー
を
予

算
化
さ
れ
、犯
罪
も
減
少
し
、

自
治
会
よ
り
好
評
で
あ
っ
た

旨
の
新
聞
報
道
が
あ
る
が
、

市
の
考
え
は
。

経
済
環
境
部
長

地
域
安

全
対
策
と
し
て
、
セ
ン
サ
ー

ラ
イ
ト
を
設
置
し
て
は
、
と

の
要
望
で
す
が
、
現
在
、
各

戸
の
自
衛
手
段
と
し
て
使
用

さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
い

と
思
わ
れ
る
の
で
、
道
路
に

セ
ン
サ
ー
ラ
イ
ト
の
効
果
や

問
題
点
、
他
市
町
の
ケ
ー
ス

な
ど
を
今
後
、調
査
し
た
い
。

１
９
９
７
年
に
議
会
で

高
齢
者
や
障
害
者
、
子
ど
も

に
優
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
一

環
と
し
て
各
地
域
と
公
的
施

設
を
つ
な
ぐ
市
内
循
環
バ
ス

木津町内を走る巡回バス

の
運
行
の
実
施
を
求
め
る
請

願
が
趣
旨
採
択
さ
れ
、
そ
の

後
、
毎
年
の
よ
う
に
議
会
で

の
質
問
や
市
民
か
ら
の
要
望

が
出
さ
れ
て
い
る
が
、
一
向

に
実
施
に
向
け
た
取
り
組
み

が
進
展
を
し
て
い
な
い
状
況

で
あ
る
。
公
共
施
設
へ
の
市

民
の
足
を
確
保
す
る
市
と
し

て
の
責
任
を
回
避
す
る
も
の

で
あ
る
。
今
後
の
方
針
と
準

備
協
議
会
の
設
置
に
つ
い

て
、
市
の
考
え
は
。

経
済
環
境
部
長

山
手
幹

線
の
開
通
を
期
に
、
改
め
て

循
環
バ
ス
の
運
行
に
つ
い
て

バ
ス
会
社
と
詰
め
た
話
し
合

い
を
し
て
い
く
。

汚
い
、
臭
い
、
故
障
し

て
も
な
か
な
か
修
理
さ
れ
な

い
学
校
ト
イ
レ
。
排
せ
つ
は

健
康
の
基
本
で
あ
る
。

学

校
の
ト
イ
レ
に
は
行
き
た
く

な
い

と
言
っ
て
、
家
ま
で

我
慢
し
て
帰
る
子
ど
も
が
増

え
て
い
る
。
文
部
科
学
省
も

学
校
ト
イ
レ
改
造
の
補
助
制

度
の
基
準
下
限
を
２
０
０
０

万
円
か
ら
４
０
０
万
円
に
引

き
下
げ
利
用
し
や
す
く
し

た
。
子
ど
も
た
ち
が
気
持
ち

よ
く
使
え
る
学
校
ト
イ
レ
の

抜
本
的
な
改
善
を
。

教
育
部
長

故
障
修
繕
、

清
掃
の
徹
底
、
換
気
扇
な
ど

管
理
上
の
指
導
を
す
る
。
抜

本
的
な
改
善
は
、
大
規
模
改

修
の
中
で
計
画
的
に
実
施
。

小
学
校
で
の
体
育
、
音

楽
、図
工
な
ど
専
門
的
技
術
、

技
能
を
要
す
る
教
科
に
つ
い

て
、
専
科
教
員
の
配
置
を
。

教
育
部
長

京
都
府
で
は

専
科
教
員
の
配
置
は
し
て
い

な
い
。
小
中
連
携
事
業
、
社

会
人
講
師
配
置
事
業
を
し
て

い
る
。完

全
週
５
日
制
と
な
る

中
で
、
小
中
学
校
の
教
職
員

の
超
過
勤
務
が
大
変
多
く
な

っ
て
い
る
状
況
を
聞
く
が
、

実
態
の
調
査
と
対
策
を
。

教
育
部
長

校
長
、
教
頭

を
通
じ
て
現
場
の
実
態
を
十

分
把
握
し
て
い
る
の
で
調
査

は
し
な
い
。

田
辺
高
校
前
交
差
点
の

安
全
対
策
を
。

建
設
部
長

拡
幅
計
画
も

含
め
て
、
今
後
十
分
検
討
。

少
人
数
学
級
実
施
は
、

こ
の
４
月
か
ら
全
国

府
県

に
広
が
り
京
都
府
内
で
は

市
町

校
（
小

校

学
級

・
中

校

学
級
）
が
少
人

数
学
級
に
踏
み
切
っ
た
。

ま
た
、
府
内

市
で
少
人

数
学
級
を
導
入
さ
れ
た
が
、

京
田
辺
市
だ
け
が
導
入
し
て

い
な
い
。

昨
年

月
議
会
で
少
人
数

学
級
実
現
を
求
め
る
教
育
請

願
が
全
会
一
致
で
趣
旨
採
択

さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
市
単
費

で
予
算
化
し
な
く
て
も
市
教

委
が
判
断
す
れ
ば
実
施
で
き

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
来

年
度
実
施
で
き
る
よ
う
教
育

長
の
決
意
を
問
う
。

教
育
長

来
年
度
に
つ
い

て
は
、
各
校
の
校
長
の
意
見

聴
取
、
府
内
実
施
校
の
成
果

課
題
を
見
極
め
な
が
ら
考
え

て
い
き
た
い
。

小
学
校
一
年
生
の
学
級

運
営
支
援
配
置
に
つ
い
て
京

都
府
は
４
月
配
置
。
市
は
６

月
配
置
と
な
っ
て
い
る
。
４

月
配
置
が
で
き
る
よ
う
検
討

を
。教

育
部
長

す
ぐ
に
人
材

が
確
保
出
来
な
か
っ
た
た
め

遅
れ
た
。
年
度
途
中
の
配
置

に
つ
い
て
、
状
況
を
見
て
対

応
す
る
。

住
宅
改
修
助
成
制
度
の

評
価
に
つ
い
て
。
ま
た
、
新

た
に
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成

制
度
を
創
設
す
る
こ
と
に
つ

い
て
問
う
。

経
済
環
境
部
長

住
宅
改

修
助
成
制
度
は
、
事
業
効
果

と
し
て
２
か
年
と
も
当
初
予

算
を
上
回
る
申
し
込
み
が
あ

り
、
対
象
工
事
全
額
も
２
年

で
約
４
億
４
千
万
円
超
。
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
で
も
約
半
数

が
工
事
期
間
の
繰
り
上
げ
や
、

市
内
業
者
へ
の
変
更
を
行
う

な
ど
一
定
の
経
済
波
及
効
果

が
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

助
役

快
適
な
居
住
環
境

の
向
上
、
循
環
型
社
会
形
成

の
面
か
ら
も
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
は
大
変
重
要
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。

私
的
財
産
に
対
す
る
財
政

援
助
は
慎
重
に
検
討
す
べ
き

も
の
と
考
え
て
い
る
。
助
成

す
る
上
で
の
大
義
が
大
切
で

あ
る
。
不
況
対
策
と
し
て
実

施
し
た
住
宅
改
修
助
成
制
度

の
リ
フ
ォ
ー
ム
は
、
現
在
考

え
て
い
な
い
。

授業を受ける子供たち

年（平成 年） 月 日

羽

原

豊

議
員
（
一
新
会
）

塩

貝

建

夫

議
員
（
共
産
党
）

増

富

理
津
子

議
員
（
共
産
党
）

青

木

綱
次
郎

議
員
（
共
産
党
）


